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東北地方における気象観測体制の強化について 

 

気象庁では、平成 23年度第１次補正予算により、平成 24年 3月 1日から仙台・若松

のウィンドプロファイラによる観測を開始し、東北地方における大雨や突風等に対する

観測体制の強化を図ります。 

気象庁では、大雨等の原因となる「湿った風の流れ」を監視するため、全国 31 か所

で「ウィンドプロファイラ」と呼ばれる装置を設置し、地上から上空の風を連続的に観

測しています。新たに仙台観測局（仙台市）及び若松観測局（会津若松市）の２か所を

追加整備し、平成 24年 3月 1日９時から運用を開始します。 

 この更新により、大雨の予測精度向上が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本件問い合わせ先：福島地方気象台技術課 ０２４－５３４－２１６１） 
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ウィンドプロファイラによる上空の風の観測の概念図 

天頂と天頂から東西南北に約 10度傾けた上空の 5方向に電波を発射し

ます。各方向からはね返ってきた電波の周波数のずれ（ドップラー効果）

から上空の風向・風速を観測します。 

 

 

 

○ウィンドプロファイラについて 

ウィンドプロファイラは地上から上空に向けて電波を発射し、気流の乱れや雨粒によって散乱し

てはね返ってきた電波を受信し、ドップラー効果を利用して上空の風向・風速を 10分毎に 300メー

トルの高度間隔で連続して観測します。気象条件によって観測データが得られる高度は変動します

が、晴天時には３～６キロメートル、曇天時や降雨時には７～９キロメートル程度までの上空の風

向・風速が観測できます。 
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気象庁のウィンドプロファイラ配置図 


